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２０２３年１２月 ４日発行
（公財）北海道農業公社

▼ 公社ＨＰ

https://www.adhokkaido.or.jp/

（第20号）

令和５年も早いもので師走に入りました。
今年の本道農業は、記録的な猛暑等により、米が作況指数104の「やや良」の見

込みとなったものの等級低下が見られ、また、野菜の品質やてん菜の糖度の低下、
さらには、乳牛の日射・熱射病の発生多発があったなど、大きくその影響を受けた
結果となりました。積雪寒冷期を迎える中、インフルエンザが異例の感染拡大を続
けておりますが、明るい来年につながる穏やかな年末年始となることを心からご祈
念いたします。

「農業公社ニュース」の第20号をお届けいたします。

■ 幹部会議をハイブリッド開催

～ 本所と支所・牧場間の情報共有等を一層推進 ～

当公社においては、毎月第一月曜日の朝に、理事長以下常勤役員４名と本
所幹部職員（部長以上等）〔＝ 全16名〕で「幹部会議」を開催してきており、
当該月における行事予定の確認・共有をはじめ、各部からの業務進捗や課題
等の説明・報告、連絡事項の伝達、常勤役員からの指示などを内容としてい
ます。

本道農業をめぐる情勢が一層厳しさを増しており、現場に立脚した当公社
を取り巻く環境も「早く・大きく」変化していることから、これまで以上に
公社内部の情報共有や意思決定等を「迅速かつ的確に」進めていく必要があ
ります。本所と支所・牧場等が一堂に会する「支所長会議」については、年
間の業務の流れ等を勘案し、年に４回程度開催してはおりますが、情報共有
等の頻度をさらに増やしていくことが求められています。

このため、さる11月の幹部会議から、本所会議室と８支所及び十勝育成
牧場をWebでつなぎ、計25名の出席によりハイブリッド開催しています。
本所からの情報提供がメインとなりがちですが、今後は、支所・牧場からの
現地情報等も共有し、双方向のヤリトリを深めていきたいと考えています。

農業公社
ニュース

https://www.adhokkaido.or.jp/
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▲ 幹部会議（ハイブリッド開催）の様子

【総務部】

■ 当別町のユリ農家、齊藤さんに最優秀賞

～ 令和５年度新規就農優良農業経営者表彰式を開催 ～

道内の優良経営を築き上げた新規就農者を表彰する「新規就農優良農業経
営者表彰」において、本年度は当別町の齊藤義也さん・真菜美さんご夫妻に
最優秀賞を授与し、さる11月15日にホテルポールスター札幌で表彰式を開
催しました。

当別町の齊藤義也さんは岩見沢市出身で、運送業に従事する中、当別町で
出会った農家の作るユリに感動。会社勤務の傍らユリ農家を手伝ううちに、
「農業の奥深さ」に魅せられ、妻の真菜美さんとともに、就農を決意しまし
た。
当別町で２年間の研修後、指導を受けていた農家の畑を譲り受けて営農を

スタートし、現在ではハウス55棟でユリを栽培しています。
越冬球の利用や定植時期の工夫により、切れ目のない出荷体制を確立する

とともに、温度管理や土づくりなどによる品質向上に積極的に取り組み、ト
ップブランドである当別町のユリを支えています。
義也さんは地域からの信頼も厚く、町の花き生産組合副組合長やJAの地

区総代などの公職も務め、就農相談者の体験受入れなど、若手リーダーとし
ても活躍しています。

さらに、コロナ禍で花の需要が急減
した際は、労働力の競合を避けて収入
を確保できるイチゴの栽培を導入し、
危機を乗り越えるなど、着実な経営を
確立した点も高い評価を受けました。

家族４人で出席された表彰式では、
謝辞の中で、周囲への感謝やイチゴの
商品化などの抱負について、語ってい
ただきました。

受賞おめでとうございました！
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▲ 表彰式で謝辞を述べる齊藤義也さんとご家族

▲ 花の当別ブランドを支える力 ▲ ご一家での選花作業

【担い手支援部】

■ 経営課題のご相談に伺います！

～ 経営セミナー・相談会を各地で開催 ～

法人化や規模拡大、労働力確保や労務管理、経営資源の継承など、多様な
経営課題の解決に向け、各分野の専門家によるセミナーや相談会を、道農政
部や振興局と連携して、全道６か所で開催しています。

過去には、この相談会・セミナーをきっかけに、農業経営者サポート事業
に採択され、支援を受けた事例もいくつかあります。
既に開催済みの地域もありますが、経営課題のご相談も含めて、お問い合

わせは関係振興局や当農業経営相談室にどうぞ。（TEL:011-522-5５７９

【農業経営相談室】
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■ 全道７ブロックで機構事業担当者会議を開催

さる10月11日から23日にかけて、全道７会場で市町村、農業委員会、
農業協同組合等関係機関の実務担当者を参集範囲とした「農地中間管理機構
事業に係る実務担当者会議」（協力：北海道及び北海道農業会議）を開催い
たしました。

「農業経営基盤強化促進法」及び「農地中間管理事業の推進に関する法律」
を一部改正する法律が本年度に施行されたことに伴い、農地中間管理事業や
農地売買等事業（農地保有合理化事業）を円滑に行うための事務手続き等に
ついて、現在、当公社が改正等を検討している内容を中心に説明を行いまし
た。
出席された方々からは、地域計画策定後、当公社が農用地利用集積等促進

計画に基づき行うこととなる所有権移転登記や農用地等の売買における代金
支払いに関する事務等について、多数の意見や要望等が出されました。

今後は、これらの意見や要望等を踏まえ、事務手続きの詳細について検討
を重ね、今年度内に２回目の当該会議を開催し、決定した事項などについて
説明を行う予定です。

◀ 苫小牧会場

函館会場 ▶

【農用地部】
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■ スマート農業セミナーを開催！

～ 北海道大学スマート農業教育研究センターにて ～

北海道高度情報化農業研究会（事務局：当公社農村施設部）は、本年8月31日に開所
式が行われた「北海道大学スマート農業教育研究センター」の見学会を主と
した「スマート農業セミナー」をさる10月16日に開催し、42名の方々に
ご参加いただきました。

セミナーでは、3名の方にご講演いただいた後に、館内及び遠隔監視ロボ
ット実演を見学いたしました。

講演内容

1 「視察概要と産学連携研究について」
北海道大学 大学院農学研究院長・農学院長

教授 野口 伸 氏

2 「スマート農業教育拠点事業概要について」
北海道大学 北方生物圏フィールド科学センター

教授 星野 洋一郎 氏

3 事例紹介「スマート農業×ローカル5Ｇ」
東日本電信電話株式会社 北海道事業部
ビジネスイノベーション部 地域基盤ビジネスグループ

担当部長 小原 直人 氏

▲ 小田原会長挨拶 ▲ セミナー会場の様子

▲ 館内見学の様子 ▲ 遠隔監視ロボット実演の様子

【農村施設部】
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■ 令和５年度乳肉用牛貸付事業による乳肉用牛導入は、
まだまだ実施中！

はじめに、本年度も現在まで当公社実施の乳肉用牛貸付事業にご参加いた
だいた皆さま、本当にありがとうございます。

本年度も残すところ４か月ほどとなりました。昨年度と同様に、生乳生産
抑制や生産資材の高騰、市場価格の下落など業界を取り巻く環境は厳しさが
続くところではありますが、次年度は生乳生産計画が前年度比プラスへと減
産が回避されることとなり、これは酪農家の皆さんにとって少なからず明る
い話題ではないでしょうか。一方、畜産農家の皆さんにとっては、肉素牛価
格が依然低迷する中で、厳しい経営を強いられていることと存じます。

このような先行き不透明な状況下でのお願いは大変心苦しいところではあ
りますが、当公社が実施しております乳肉用牛貸付事業については、まだま
だ事業参加者を募集しております。導入可能期間は概ね来年３月上旬頃まで
としておりますので、先行投資として今のうちに牛群の増頭、更新をとご検
討されている方々、公社貸付事業のご利用はいかがでしょうか？ 以下に事
業内容をご紹介しておりますので、所属農協を通じてお問い合わせください。
残り少ない期間となりますが、是非ご検討のほどよろしくお願いいたしま

す。

【公社連絡先】
北海道農業公社 畜産部
（直通☎011-241-5761）
（fax 011-271-3776）
乳牛担当：濱田（ハマダ
肉牛担当：昆（コン）

▲ 当公社十勝育成牧場（大樹町）

公社牛貸付事業（乳用牛）
・ 補助金 ～ 無（非補助事業です）
・ 導入牛 ～ ホルスタイン種で10か月以上の育成牛、18か月以上の成牛
・ 貸付期間 ～ ５年以内
・ 譲渡代金 ～ 購入価格と同額
・ 管理料 ～ 事業経費として毎年購入価格の1.2％
・ 導入期間 ～ ４月下旬から令和６年３月上旬まで（令和５年度事業）
・ 導入頭数 ～ 100頭以上の導入が可能です

優良肉用牛貸付事業（肉用牛）
・ 補助金 ～ 有（要件により各４万円、５万円、６万円、９万円のいずれ

かとなります）
・ 導入牛 ～ 黒毛和種・褐毛和種・日本短角種で６か月以上12か月未満

の子牛、または48か月未満の成牛
・ 導入要件 ～ 導入牛の父又は母の育種価と、対象種雄牛があります
・ 貸付期間 ～ ６年以内
・ 譲渡代金 ～ 購入価格＋借入金利息相当額－補助金
・ 管理料 ～ 事業経費として毎年定額3,500円（税抜）
・ 導入期間 ～ ５月から令和６年３月上旬まで（令和５年度事業）
・ 導入頭数 ～ 100頭程度の導入は可能です

【畜産部】
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